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研究成果の概要（和文）：発達障害や視覚障害を有する児童・生徒・学生への試験実施に際しては、問題冊子を
用いた出題では不十分な場合がある。こうしたニーズに対応するために、冊子では実施できない配慮を実現する
ためのタブレットアプリを開発した。
当該アプリには本研究で開発した、コンテンツ(試験問題)の同一性を保持した厳正な拡大表示と音声読み上げ機
能や、多障害に分散する諸ニーズに横断的に対応するための機能が導入され、実用性を担保している。

研究成果の概要（英文）：When administering the examination to children and students with 
developmental disabilities or visual impairments, in some cases, the question booklet may not be 
sufficient to fulfill their needs. In order to meet these needs, we have developed a tablet app.
The app was developed in this study, which provides a strict magnification functions and 
text-to-speech functions. These functions does not violate the identity of the test questions. Its 
practical usability is assured.

研究分野：教育工学、福祉工学

キーワード： テスト研究　合理的配慮　発達障害　視覚障害
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で開発したアプリは、(1)試験当日における障害のある受験者の解答作業での利用にとどまらず、(2)作題
者による試験問題の製作・校閲環境としての利用や、(3)受験者が当日の試験に先立ち事前に操作方法を学習で
きるデモ環境としての利用も実現し、多様な障害を有する児童・生徒のための能力測定に関わるプロセスを一体
的にサポートできる成果物と評価できる。 
そのため、試験配慮実施の実用システムとして発達障害や視覚障害を有する児童・生徒・学生が在籍する教育機
関で使用可能な水準にある。加えて、当該アプリは、テストにおける障害者配慮の研究プラットホームとして、
各分野の研究者に提供できる状態にもある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
国連障害者の権利条約(2014年批准)を具体化する国内法である障害者差別解消法が、2016年 4
月に施行された。当該条約・法律の特色は、「合理的配慮」の概念を導入し、障害者の高度な社
会参加の実現を目指すところにある。法的基盤を具体化し、特に合理的配慮として行われなくて
はならない対応を明確化するために、文部科学省は 2015年に「文部科学省所管事業分野におけ
る障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応指針」を公表した。当該指針の中では「ルー
ル・慣行の柔軟な変更の具体例」として、「入学試験や検定試験において、本人・保護者の希望、
障害の状況等を踏まえ、別室での受験、試験時間の延長、点字や拡大文字、音声読み上げ機能の
使用等を許可すること。」が合理的配慮事項として具体的に明示されている。センター試験にお
いては、こうした出題形態に関する配慮を受ける障害受験者の増加が顕著で、２８年度には年間
１００名を超えている。この状況は、個別大学入試についても上に列挙されたような合理的配慮
を求められる可能性が定常的に存在することを示す。入試における合理的配慮の実施は、高等教
育全般におけるその実施の一部であるが、高等教育それ自体へのアクセス可否を左右するとい
う点で、ステークホルダーから特別な関心が寄せられている。 
 
読みに困難を抱える発達障害者や視覚障害者に対する大学入試におけるこれらの合理的配慮の
実施のために、ICTを用いた試験問題閲覧環境を活用することは有望である。実のところ、障害
者のために ICT を用いて教科書・教材を提供する研究・実践は、デジタル教科書導入の機運と
も呼応して一定の実績が蓄積されている。ただし、これらのシステムは日本語音声読み上げの保
障が困難であったり、漢文や数式などの画面表示方法が不十分で、教科書・教材の閲覧に利用で
きるものであっても、競争試験のプラットホームとしては適当ではない。 
 
他方で、試験問題は教科書・教材と比較して文章量が少なく、コンテンツデータの編集作業に一
定の労力を投入することが許される。研究代表者が実施した先立つ研究では、EPUB3企画を活
用することで、センター試験過去問の一部問題冊子については画面表示に同期した誤りのない
音声読み上げが実現できることが確認されている。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、合理的配慮の要求に応じる受験配慮の安定的運用に資する試験出題システムを、タブ
レットコンピュータを用いた閲覧環境の形態で開発する。具体的には、 
 
: コンテンツ(試験問題)の同一性を保持した厳正な(1)拡大表示と(2)音声読み上げ機能を、一般的
な電子書籍ビューアを参照基準とした直感的なタブレットアプリとして実現 
 
: 多障害に分散する諸ニーズに横断的に対応するための手法やシステムインフラの開発 
 
という２類型の研究開発を行い、両成果を統合して試験配慮実施の中核システムとして提示す
る。 
 
教科書類を対象として障害者(児)の教材閲覧環境を改善する試みは、課題に固有の条件からユー
ザビリティの純粋な追求には制約が課されてきた。他方、本研究が対象とする試験問題は、前述
のようにコンテンツデータの編集作業に相応の労力を投入できる。さらに、競争選抜としての入
試においては、異なる閲覧システムを用いることで不利、不公平が生じることは許されない。す
なわち、試験問題というコンテンツの性質は、高度の直感性と閲覧効率を達成したユーザインタ
ーフェイスの実現を許すものであり、また強く求めるものでもある。本研究の成果は、障害者(児)
の文書閲覧システムとしての一つの理想形を示すことができる。 
 
 
３．研究の方法 
 
進捗に応じた評価を実施しつつ、主に「実用レベル試験閲覧アプリ」の開発を前半、「多ニーズ
対応インフラ」研究を後半に行う。研究目的達成のため、次のように目標・マイルストーンを設
定する。 
 
I. 多様な障害のある受験者への合理的配慮を実現する試験出題システムの機能及びユーザイン
ターフェイス要件の総合的定式化(2017 年度 q1から q2)。 
 
II. 「実用レベル試験閲覧アプリ」の初期開発(2017 年度 q3から 2018 年度 q1)。 
 
III. 有識者による評価(2018 年度 q2)。 



 
IV. 「実用レベル試験閲覧アプリ」の改修、「多ニーズ対応インフラ」の開発(2018 年度 q3から
2019 年度 q1)。 
 
V. フィールドテスト、評価実験(2019 年度 q2)。 
 
VI. 成果の公表(2019 年度 q3 以降)。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究の成果の中核は、「実用レベル試験閲覧アプリ」とその開発プロセスで得られた各種知見
に関わる論文・学会発表である。そのため、以下当該アプリの機能・特質を中心に成果を記述す
る。 
 
「実用レベル試験閲覧アプリ」は 
 
: コンテンツ(試験問題)の同一性を保持した厳正な拡大表示と音声読み上げ機能を、直感的な
閲覧環境として提供するユーザインターフェイス 
 
: 多障害に分散する諸ニーズに横断的に対応するための手法やシステムインフラ 
 
という２類型の研究開発で得られた成果を統合したものである。 
 
本研究の後半では、中等教育の現場での利用・運用のための評価を進め、フィールド調査として、
現場の教員からのニーズ聞き取りも行い、その内容を踏まえて実環境に即した要件を設定して
シミュレーション評価を進めた。その結果として、喫緊の必要に鑑みて、試験配慮実施の実用シ
ステムとして発達障害や視覚障害を有する児童・生徒・学生が在籍する教育機関に提供できる状
態にある。当該アプリは、教育現場での試験実施のための利用に加えて、テストにおける障害者
配慮の研究プラットホームとして、各分野の研究者に提供できる状態にもある。 
 
本研究では、研究代表者が所属する大学入試センターの事業実施の経験を分析し、そこから得ら
れた知見を上記アプリの開発に生かした。具体的には、 
 
(1)試験当日における障害のある受験者の解答作業での利用 
 
(2)作題者による試験問題の製作・校閲環境としての利用 
 
(3)受験者が当日の試験に先立ち事前に操作方法を学習できるデモ環境としての利用 
 
の３用途での利用を実現した。従来の研究は(1)にもっぱら注目してきた。(2),(3)は、(1)の試
験実施にかかわる付随的な利用と考えられがちであるが、実のところ、実際の試験運用では不可
欠のニーズである。この点で、本アプリは多様な障害を有する児童・生徒のための能力測定に関
わるプロセスを一体的にサポートできる前例のない成果物と評価できる。  
 
また、本研究の過程で、入試配慮の全体像の中でフェーズの異なる配慮手法をそれぞれ適切な重
みづけを与えて実施する方針策定の重要性を定式化した。具体的には、入試の配慮実施体制は、 
 
(1) 一般の試験問題を軽度の障害を有する受験者も受験可能とするユニバーサルデザインアプ
ローチ 
 
(2) 独自のニーズを持つ中程度以上の障害を有する受験者群の試験実施に横断的に対応できる
システムを構築する支援技術アプローチ 
 
(3) 個別性が顕著で重度の障害を有する受験者の配慮を個人単位で策定し実施するパーソナル
アプローチ 
 
の３種のアプローチを適材適所で組み合わせるものというモデルを提出した。付言すれば、本研
究で開発したアプリは(2)の支援技術アプローチに該当するものであり、この(2)でどれだけ広
範囲の受験者に対応できるかが配慮充実の成否を左右する。 
 
課題の一部として設定した広報活動については、研究期間中、障害児向けデジタル教科書成果報
告会、大学障害学生支援室主催のシンポジウム、中高特別支援学校教員向けセミナー、障害のあ



る中高生対象講習などを通じた紹介を随時行った。2018年度には「入試のIT配慮シンポジウム」
を東京大学先端科学技術研究センターと共同で開催した。2019 年度にはこのシンポジウムの内
容を分析・整理し、報告書の形で発行した。  
 
研究開始段階で行う予定であった欧米における組織化された障害受験者配慮の実施状況の調査
が、研究参加者間での日程調整不調のために遅延したことは反省点である。しかしながら、本研
究の成果物についての国際シンポジウムでの報告と合わせて当該調査を実施することで、調査
内容を研究の最終成果に反映することができた。  
 
達成形態にいくつか相違が生じたが、以上を踏まえ総合的に判断し、質量ともに当初の計画に応
じた順当な成果を確保できたと言える。 
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